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論文内容の要旨
曲線けた橋は近年都市高速道路ならびに山間道路の曲線部分に数多く架設される重要な橋梁形式で
あって、その特殊の幾何学的形状のゆえに、静力学的および動力学的に著しい特性を有している。そ
の力学的性状を明確に知ることは、この種橋梁の設計の合理化を推進するために不可欠の重要問題で
ある。
本論文は、主荷重が作用する場合の曲線けた橋の静力学的性状ならびに動力学的挙動に関する理論
的および実験的研究を行ない、それらの成果に基づいて設計上、重要な力学的諸量の実用計算法につ
いて有意義な提案を行なったもので 2 編 7 章からなっている。
第 1 章においては、任意の載荷状態のもとに、曲線けた橋の曲げとねじりの連成作用に関する基礎
微分方程式を誘導し、また各種力学量間の関係を表わす基礎式を示し、さらに含まれる断面諸常数の
自動計算に適するマトリックス表示を与えている。
第 2 章においては、主けた腹板間隔の広い曲線けた橋のフランジプレートに生ずるせん断遅れ現象
について理論的考察を行ない、フランジにおける垂直応力の分布状態を明らかにしている。特にフラ
ンジ中央部における垂直応力度の低下率が 1 ラジアン以下の中心角を有する曲線けた橋については、
ほぼ一定値をとること、および内側腹板直上における垂直応力度の増加量は外側腹板直上における値
より大きくなることを明らかにした。
また模型実験により理論結果の正当性を確認している。
第 3 章においては、第 2 章の理論的成果を基礎にして、従来、不明確で、あった曲線けた橋のフラン
ジの有効幅について簡明な定義を与え、設計上有用な有効幅の算定式を提案している。
第 4 章においては、斜支持曲線けた橋について遷移行列法を巧みに応用して構造解析を行なってい
る。そして従来の棒理論によっては得難い斜支持曲線けた橋の力学的諸特性について論じている。な
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~>模型実験により解の正当性を検討している。
第 5 章においては、曲線けた橋の曲げとねじりの連成自由振動に関する理論的ならびに実験的研究
を行ない、直線けた橋にくらべて固有振動数が常に小さいこと、ならびに S字橋については鉛直曲げ
振動とねじり振動が独立であることを示している。
第 6 章においては、自動車走行時の曲線けた橋の強制振動に関する理論的ならびに実験的研究を行
なった。すなわち振動体としての自動車と橋けたとの連成振動について基礎運動方程式を誘導した。
そしてアナログ計算機を利用して動的応答解析を行ない、さらに現地にわいて実橋実験を行ない、両
者の結果を比較して解の有用性を確認した。
第 7 章においては、自動車連行荷重によって生ずる曲線けた橋の動的応答特性について論じている。
まず連行荷重列をシュミレートし、自動車群と橋けたの連成振動の解を与えた。つぎに主要道路での
実際の混合交通荷重列の重量分布を実測調査し、その重量別度数分布がほぼ対数正規分布であること
を認めた。そこでこのような不均一連行荷重群が作用する場合について、不規則振動論的立場から曲
線けた橋の動的特性を統計学的に把握し、設計上重要な衝撃係数について実用的見地から考察を加え
た。その結果衝撃係数の設計基準値について、適切な提案式を与えた。
最後に、結論において各章でえられた研究成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は重要な橋梁形式として注目を集めている曲線けた橋の静力学的ならびに動力学的特性につ
いて理論的および実験的研究を行ない、さらにその成果に基づいて曲線けた橋の設計の合理化に役立
つ重要な資料を提供したものである。すなわち
(1) 薄肉構造理論の立場から一般的な曲線けた基礎理論を統一的に組み立てた。
(2) せん断おくれ現象について究明し、デッキプレート、ボトムプレートの有効幅に対する有用な提
案を行なった。
(3) 斜支持曲線けた橋の力学的性状を明確にした。
(4) 動力学特性について研究し、固有振動数、固有振動モードの算定式を与え、さらに自動車走行時
の連成振動について論じ、また不規則振動論的立場からの検討も加えて、設計上、重要な衝撃係数
の取り方についての有意義な提案を行なっている。
以上のように本論文は、曲線けた橋の静力学的ならびに動力学的特性を究明し、設計上、価値ある
多くの資料を提供したもので、曲線けた橋の設計法の合理化を飛躍的に推進せしめることにより、工
学上貢献するところが多大であり、博士論文として価値あるものと認める。
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